
競走馬として最高の能力を発揮するために
～騎乗4万 回達成の桑島氏の講習会 (BTC)～

軽種馬育成調教センター 技術普及課長  /J｀ 本`   ジ し沐己

係者から信頼され、千葉県嚇手会会長を歴任、引退後は地

方競馬全国協会参与を委託され、後進の指導にあたられて

おられます。

はじめに

確種馬育成調教センター (BTC)と BTC利 用者振興会

が初めて共催した本講習会は、BTCを 利用する備乗者等

を対象に、本年6月7日、北海道浦河のBTC日 高事業所

に種馬診療所において実施されました。識師としては、f」関

束を代表する怖子の一人である桑島孝春氏 (現;地方競馬

全国協会参与)を招き、氏の豊富な経験から得られた、競

定馬として最高の能力を発揮するために必要な育成調教技

術や知識について、識話していただきました。詰習会は、事

前に参加希望者から1文集した桑島氏への様 な々技術的質問

に、桑鳥氏力輸 手からの視点で答える質疑応答形式で実施

されましたので、その主な質疑の様子を報告いたします。

ジョッキーの仕事に関する質問

質問

桑島

所手として新人だった頃に、何を重点に (何に一番気

を付けて)怖 乗していましたか?

右も左も分からず非常に不安でしたが、高松調教R冊か

ら
“
勝ち負けにこだわるな

い
と言われたことがとても良

かったです。
Ⅲ
落ち着いてレースの流れに '手く乗って

こい
Ⅲ
とV うヽ意味と受け取り、指示通りに防乗したことで、

新人の時は上手く賄乗できました。難しかったこととし

て、癖のある馬やコントロールできない馬もいましたが、

勝ち負けにこだわらず、何回でも挑戦することで克服し、

あまり難しいことは考えないようにしました。

長く現役の時手を維続されることは体力的にも大変だっ

たのではと思いますが、何か心力対すていたことや、生

i舌習慣などについて教えてコ●さい。

長く琉乗していると小さな睡我やll邪などいろいろあり

桑島

桑島孝春氏の略歴

浦河町出身、1955年生まれ。南関束公営競馬 補橋競馬

場元ジョンキ~で 、1979年に16歳でデビューし、新人賛を■t

得。1985年の第5回ジャパンカップ競たにおいて、シンボリルド

ルフの2着となったロッキータイガー (写真1 2)な どに時乗し、

質問

帝二賞など重賞競たの優勝は86

回に上ります。

2010年に55歳で引退されるまで

に、地方競馬騎手として歴代最

高の4は201回の騎乗田数を記録

されました。その間に、市関束や

全国のリーディングジョッキーを何

回も獲得し、通算4713勝 の勝利

数を収められています。

NARベ ストフェアプレイ賞を受

賞するなど人望も厚く、多くの関

写真 1

ロッキータイガーに騎案す

る桑島騎手   (URA提 快)

写真2

第5回ジャバンカップ競走 ロ ッキータイガー2着に健間

( J R A提供)
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ますが、健康であまり怪我がなく、身体が小さくvIR量も

きつくなく、身も心も常にハッピーな状態でいられたこと

が、長年騎乗できた秘訣だと思います。その中でも、

減量にあまり困らなかったことが一番大きいと思います。

レースのある時は、朝2時に起床して調教を行い、レー

ス終了後は午後10時に帰宅です。とても忙しく、休日

は体を休めることに専念しました。スポーツジムに通うこ

とや身体のメンテナンスをすることはあまりしませんでし

たが、毎日の騎乗がトレーニング (1日20鞍も騎乗)で

あり、騎乗前の柔軟運動やウォーミンタ ップは常に行っ

てV まヽした。

上手く騎乗できなかった時、どのように気持ちを切り替

えていましたか?

勝ち負けにこだわらず、開き直り、焦らず、その馬に上

手く騎乗することだけを考えていました。そのため、あ

まり焦らず、眠れないことも少なく、1日のリズムを変える

ことなく、1日1日を精一杯働きました(騎乗していました)。

非常に長い間現役の騎手をされておられ、周囲から調

教師への転身も期待されたと思いますが、調教師の道

は考えなかったのですか?

30～40歳では、いずれ調教師にと考えていましたが、

50歳になったらこのままジョッキーで行けるところまで行

こうと考え力`変わり、結局55歳まで騎乗しました。最終

的に、40年間で4万回騎乗という区切りもあり、また自

分が南関東で最年長となっており、自分が引退しない

と後輩も辞めづらいと思い (笑)、きっばり引退しようと

考え、電撃引退となりました。

騎手になって良かったこと、悪かったことは何ですか?

良かったことは大観衆の中で勝つ喜びを味わえたこと、

悪かったことは忙しすぎて趣味を持つことができなかっ

たことです (筆者:桑島氏の趣味は馬だったと痛切に

感じました)。

調教で走る馬はわかるのでしょうか?

僕はわかりません、わからない方力`良いと考えています。

常に馬を信じてトレーニングを実施し、馬は毎日の積み

重ねで強くなってきます。一生懸命世話をすれ,去 馬

も故障しないで必ず世話してくれる人たちに答えてくれ

ると信じています。

育成者に特に重要視して欲しいことは何でしようか?

馬の気持ちになり、愛馬″さを持ち、やさしいことから一

つずつ気長に教えてあげると、馬は必ず走るようになる

と信じてあげて欲しいものです。あまり無理すると散障

の原因となるので、焦らず、気長にじっくり先を見据え

て調教して下さい。馬をいたわる気持ちを持ち、一つ

一つていないに根気良く行って下さい。

育成場でこういうことをもっと劇致しておいてくれたら良

かったと思うことはありますか?

他の馬を肺がらないよう馬沿いを良くしてもらうと、ほと

んどのことに対応できます。指示した時に闘争″さを出

せるのがベストですが、あまリテンションを高くしすぎな

いことも重要です。

馬に負担にならない騎乗者になってもらいたいのです

が、調教している若者に何かアドバイスがあればお願

いします。

ジョッキーはじっかり馬に踏っていられるかどうかがポイン

トで、それによって扶助の使い方も上手くできるようにな

れます。下半身をしっかり強化し、馬の上に上手く踏れ

る (鞍はまりが良くなる)ようになれれば、馬に負担をか

けないでトレーニングできると考えています。また、上手

に乗れれば馬が怪我することFま少ないと考えています。

手前変換を上手く教えるコツはどうすれば良いのでしょ

うか?

大きな馬場では難しく、小さな馬場で左右手前を教え

ると、窮屈になって自分から手前変換するようになって

きます。

雄馬と雌馬の取扱いや輸乗で注意しなければならない

点はどんなことでしょうか,

雌馬はデリケートかつ神経質なので、気を付けてむや

みにムチでHPいたりしないで (悪くなると手に負えなくな

る)、調教時はスピードに乗せてたらせ、テンションを

上げないように心力判チました。雄馬は気合を力寸すると気

性が荒くなって、やんちゃになり、捻挫や外傷が多くな

るので注意していました。性別ではそんなに神経質に

なる必要はありませんが、特に今時期 (南関東の6月頃)

は、蒸暑く体調を崩じやすいので注意が必要です。

馬群をFFがる馬は逃げるしかないと聞きますが、育成

段階で先行 追 い込みなどの脚質はかなり決まってし

まうものでしょうか,

育蔵技術に関する買間
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やさしい育成技術 (1)C



桑島 全く関係ないと思います。最初は,群 を如うヽ もだんだ

んり‖れてきます。大人しいヽを用りに円3置し、だんだん

柳‖れると信じて長めにrH教します。レースになるとほとん

どの馬は大文夫で、憶病なH手でも迫い込み||になりま

す。逃げてバタバタしたヽは、今度は後ろから行って

みます。 1匝 ロダメでも、2山1、3回とRくなります。道 、

いかにロスなくたってくるかがポイントで、逃げ馬が進

い込み局になることもあり得ます。いろいろなことにりL投

して試してみましたが、馬は次第に対応してくれます。

テンションが 卜がりやすい馬はどのようなことに気をllけ

て所乗すれば良いですか?

佃 の々性枠を良御 察し、落ち若くような】大況を作るよう

にしました。大入しい馬を日凶に配置するなど、なるべ

くテンションが上がらなt よヽうな状況、 例え!ず大人しい

馬のそばで長く運動するよう心力討ナました。

精打卜的に弱く、馬況みを切にがる馬のトレーニング方法と

ゲートのないヽの直し方を教えて下さい?

これも大人しいパートナーをlI用して、長めにトレーニン

グさせます。最初は後ろから付いていくのが良いでしょ

う。■理しないで、ゆっくりと馬がWれ てくるのを我恨し

て行ちます。

いてもたるとは限らないし、ムチをきっちりljって直線で

通っても速く走っていないことがl_回ありました。という

ことは、ムチはそんなにlltrぅ必要はないし、馬はムチで

走るものでもないと思います。その前に馬がたれる状

態にあるかどうかをRく考えるようになりました。必要に

応じムチは使いますが、今くllltrわないこともあるし、そ

の時は姉坐でⅢいし出すよう1こしています。

質問 :柔島さんがもしもBTCを 利川していたら、どんなトレー

ニングをしてみたいですか?

桑島 :1付lafはフラットの1400mのみの15場なので、BTCで あ

ればゆったりとインターバルトレーニングをしてみたいで

す。船FIは基本的に分業制で、厩務員がウォーミング

アッブ (引き運動30～40分)し た後、自分が所乗し、

込歩1500m、キャンター3000mをおよそ15分田で調教

していますので、DTCで あればI頭に2時PFDぐらいか

けて、常歩 述歩 既歩を取り混ぜながらじっくり調教

してみたいです。

質問

桑島

質問

桑島

その他の質問

終わりに

防手生活40年いj、4万円の姉来を達成された柔島氏の誰

習は、すべて長年の経験によって得られた員二なものでした。

言↓習では、常に愛13心を持ち、馬の気持ちになり、焦らず、

気長に一つ一つじっくりとヽ にあわせて行う柔島氏の馬に対す

る考えが、討話のll所ににじみたいており、本―スマンのあり方

について基本に立ち戻り、1〔理せず何事も馬を信じて気長に

待つことの大切さを「認rlするRい 機会となりました。

BTC利 用者振果会とlF極汚育成前教センターが共lLして

実施する初めての前習会は、約80名の参加者があり、活発

な質問があり非常に盛会でした。最後に、主催者として、話

習会に参力Hした若い姉乗者には大変右音義な内容で、講師

の柔と氏には、この場をはりましてお礼中し上げます。

写真 4 講 習会の様子

多くの参加者“まとんどが若い騎表者)が聴講しました

質問

桑島

質問

これからの女性ホースマンはどうあるべきとお考えになり

ますか?

女4生は和Hかいことによく気がllくので、馬にはとても良い

と思います。社事の上では女‖も男性も関係ないとHい

ます。

桑島さんの愛馬心や馬への忍耐力はいつごろから茅

生えてきたのですか?

20歳前後は若さでがむしゃらに2F I乗していましたが、

20歳前H争こある来馬関係者と市していて、きつく教え

込もうとしていじめ

たりしても逆に覚え

なくてダメだと同か

されました。それか

ら、馬に対してあ

まりきつくあたらず、

我慢して柳らしてい

くようになりました。

例えば、ムチで口H

桑島

写真3 議 習を行う桑島氏
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